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資料紹介
関西法律学校の経済学講義（三）
杉原 四郎
はしがき
本誌前号について野村珍吉の経済学講義の後半にあたる交換論の部分を以下に掲載す
る。これで内田（津島）重成の筆記した創立当初の関西法律学校における経済学講義のノ
ート三冊の全文を紹介したことになるわけである。
【第三部交 換 論】
【1 序説】
経済学ノ三部ナル者ハ生産，分配，交換ノ三ナリ。第二部ハ已二終リシヲ以テ，今会ヨ
リ交換ノ部二移リ説明スベシ。交換ハ即チ生産物ヲ取替セル事デ，即チ貿易トナル。其事
ハ段々講ズベキガ，其貿易二立入）レ前二価ノ事ヲ説明セザ）レ可カラズ。
[II 価値・価格論】
此ノ価値ノ問題ハ頗ル大切ナル者ニシテ，経済学二於テ価卜称ス）レ者ハ如何ナル者ナ）レ
ヤヲ研究セザ）レ可カラズ。今日世ノ中ヲ熟閲スルニ，生産物ハ直接二衣食住二充ツ）レ＝非
ズ。必ズ自ラ生産シタル者ヲ金二換テ始メテ衣食住ノ需用ヲ充タス者ナリ。故二此ノ価ナ
ル者ハ，常二他物卜交換スルニ付テ，避ケント欲ス）レモ能ハザル也。此ノ価ナル者ハ経済
学二於テ如何ナル者ヲ云フ可キャ。二物ノ交換カナリ。或ル経済学者ハ価ヲニッニ分チ，
一ヲ実価卜云ヒーヲ佑価卜分テリ。其実価ハ人間二要ナシト。成程通例価卜云フモ，経済
学二於テハ斯ル物ヲ価卜云ハズ。只ダ交換ノ媒介タル可キ者ヲ価卜云フ。其理由タルヤ僅
少労カヲ以テ産出セル者ハ労力少ナキ故価値ハ廉也。然）レニ其有用ナルニ至リテハ甚ダ
（一字不明）大ナルアリ。仮令バ日々人ノ要ス可キ食塩ナリ。此レ海水ヲ蒸発セシムレバ
直チニ産出セル故，其価ハ甚ダ廉也。然）レニ其要タルー日モ人間二欠ク可カラザ）レ貴重ノ
者也。又光線空気ノ如キ何レモ人間ノ生活二欠ク可カラハ他ノ比較ス可キ無シ。然ラバ其
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価アルヤト云フニ，人誰力金ヲ出シテ之レヲ求ムJレアランヤ。然ルニ之二反シテ実益ハ少
ナキモ其ノ価ノ頗ル高価ナルアリ。彼ノ金剛石ノ如キ又ハ骨董家ノ玩弄スル古器ノ如キ，
又ハ古ノ大家ノ書画ノ如キハ，如何ナル有益ヲ吾人二与フルヤ。唯娯楽ノ為メニシテ其価
高価ナリ。是等皆交換カノ盛大ナル者也。故二経済学ノ価ハ実用ノ無有ヲ問ズ，只他物ト
交換力如何ヲ問フ可キノミ。
此価ナル語ハ比較シタル言也。価卜云ヘバ必ズ何力相手アル可キ也。若シ砂糖五斤卜白
米一斗卜交換ストセバ，砂糖五斤ハ白米一斗ノ値アルモノニシテ，故二若シ砂糖ノ価格騰
貴セリト仮定セヨ。然ルトキハ従前ヨリ余分ノ米ヲ払ハザレバ交換スルヲ得ズ。是レ砂糖
ノ価騰貴シ，従テ米ノ値減ジタル者ナリ。即チ砂糖卜米トノ価ヲ比較スル者ナリ。此ノ価
ノ増減ヲ生ズルニニ種ノ原因アリ。即チ内部ヨリノ原因，外部ヨリノ原因也。或ハーツノ
品物ガ他ノ物品二対シテ一体二価ヲ増ス事アリ。又或ルー物二対シテハ価ヲ増スモ，其ノ
余ノ物二対シテハ其価ヲ増サズニ依然タル事アリ。仮令バ前例ノ如ク砂糖ノ供給減ゼシニ
付キ砂糖ノ価格増加セリト仮令セバ，其変動ノ生ジタル原因何レニ在リヤト云ヘバ，必ズ
砂糖二在ルニ相違ナシ。 又従前米一斗卜交換セシ者今度ハー斗余二非レバ交換スルヲ得
ズ。其米ノ価減ゼシ変動ハ何レニ在Jレヤト云フニ，矢張リ砂糖ニアリ。然ラバ砂糖ノ価ノ
変動ハ内部ニアリテ，米ノ価ノ変動ハ外部ノ砂糖ノ変動二伴ハレシ者也。凡テ物価ヲ論ズ
ルニハ内部ヨリ生ズル原因ヲ研究スルヲ大切トナス。而シテ値打卜代価トヲ経済学二於テ
区別セザル可カラズ。代価ハ物ニシテ値打ハ其属タル可キ也。物ガ凡テ他ノ物二対・シテ有
セル者ハ価値ナリ。然ルニ是レヲ通用金二対シテ日フトキハ代価卜云フ。例セ・バ白米一斗
アリ。其米ハ砂糖一斤卜交換ス。又木綿ー反石油ー箱卜交換ス。是レヲ代価ニテ云ヘバ砂
糖一斤モ五十銭米五十銭木綿石油皆五十銭也。然ルトキハ数量異ナルト雖モ其価値同一ナ
レバ，各互交換スルヲ得。然Jレニ米騰貴シテ六拾銭トナリシトスルトキハ，砂糖木綿石油
モ前二交換セシ量ヲ増サザレバ交換スルヲ得ズ。即チ米ハ他ノ凡テノ物二対シテ価ヲ騰貴
セリ。然ルニ他ノ物品ハ如何卜云フニ，其価ハ依然トシテ各五十銭ノ価値ヲ保持シ，米？
除クノ外他物トノ交換カヲ変動セズ。此ノ区別ヲ誤Jレトキハ，仮令バ代価ハ一体二騰貴ス
ル事アルモ，値打ガ騰貴スル事ハ決シテ無シ。値打ハーニノ品物ガ他ノ品物二対シテ騰貴
スル事アルモ，一体二品物ノ値打ガ騰貴スル事ナシ。然ルニ代価二至リテハーニノ物品ノ
価ノ騰貴卜共二騰貴スル事モアリ。又代価ガ一体二騰貴スル事アリ。概シテーニノ物品ノ
代価ガ騰貴セルトキハ，其代価ノ騰貴卜共二値打モ従テ騰貴スル者也。然ルガ故二物ノ代
価ガ一体二騰貴セルトキモ当値打ガ一体二騰貴セリト人ハ思ヘリ。其所以ハ直打ハ比較ヨ
リ出ヅル者ナレバー物騰貴スレバー物ハ下落スル事アリ。而シテ代価ハ物価ヲ通金二比較
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シテ云フタル者ナリ。然ルニ通用金ガ価ヲ減ズル事アリ。値段ガ一体二騰貴セリト云フハ
通用金ノ下落シタル者ナリ。故二物価騰貴スレバ好景気卜云フハ誤謬也。一方二多クヲ受
取ル故又一方二多ク出サザル可カラズ。即チ唯ダ其呼声ヲ高メルノミノ事ニシテ，其価ハ
少シモ異ナル事ナク従前卜同ジ比較ヲ維持シ只其間二変動シテ通用金ノ価ヲ減ジ，物ノ呼
声J大クナリシ者ノミニシテ，物価ヲ少シモ増シタルニ非ズ。只代価ガ一体二騰貴セルト
キハ，損モナク得モナク値打ガ減ジタルニ金ヲ多ク得ルノミ。実際二於テ少シモ変ル事ナ
シ。只其変ル所ハ確定ノ金ヲ授受スル旧約二影響アルノミ。仮令バ年金ヲ受クルノ人又ハ'
公債証書ヲ有スル者，官吏ノ如キ俸給ヲ受クル者ノ如キ已二金額一定二居レバ，金額ノ
減増二由テ変動スル者アラズ。売買人ノ如キハ物価騰貴二依リ売｝レトキハ高ク売リ又買フ
トキハ高ク買ヒ呼声ヲ高クシテ売買スルガ故二其影響ナキモ巳二金額ノ定マリタル前ハ影
響及プ。又已二約束整フモ其引渡シヲセルガ者等ニモ其影響ヲ及ボス。例令バ此ノ家ヲ一
万円ニテ建築セシ事ヲ約定セルニ；其末ダ竣功セザル中二物価騰貴シ，従前ノ契約通ノ負
債ニテハ到底割引立タズト雖モ，後ニエ人ハ請求スルヲ得ズ。又金ヲ年幾割ノ利足ニテ何
ケ年間貸付セリ。然ルニ其年中金利下落セリ。然レドモ其下落二依テ金利ヲ払フヲ得ズ。
如此物価ノ変動ハ一般予メ一定セル者ニハ其影響ヲ及ボサザル者ナリ。
先ヅ代価卜値打トヲ誤ルハ往々此辺ニアル者ナリ。已二先年銀価ガ騰貴セリ。然レドモ
銀貨ノ騰貴セルニ非ズ。只ダ十年以後紙幣ノ下落セルノミナリ。故二生糸百斤ヲ銀貨五百
弗ニテ売リシ者ヲ紙幣ニテ交換セ）ゞ六百弗ヲ得タリ。然ルニ其翌年又五百弗ノ洋銀ヲ生糸
交換ニテ輸入セシ。其価格ハ尚ホ我国紙幣ノ六百円ヲ以テ交換スルヲ得タリ。然ルニ其翌
年又五百弗ノ洋銀ヲ生糸交換ニテ輸入セシ。而シテ其価格ハ尚ホ我国紙幣ノ六百円ヲ以テ
交換ス）レヲ得タルハ，銀貨ノ騰貴セルニ非ズシテ紙幣下落セルニ由ル者ナリ。
価ヲ称スルニハニケノ原素ガ必要ナリ。其ーハ獲得スルノ難易，其ニハ人ノ欲望ヲ飽力
シムルニ足ル使用方ナカラザル可カラズ。其用ヲ必要トスルハ明ラカニシテ，用方ノ無キ
者二価ヲ出ス者ハ何人モアラザルナリ。而シテヨシ用方ハアルト雖モ，労カヲ加工ズ自由
自在二得ル事ノ出来ル者ナレバ，亦誰レカ価ヲ出ス者アランヤ。仮令バ川浚ヲ為シテ砂ヲ
挙ゲシ。此レ労力資本ヲ要シ居ルモ，其用ナキヲ以テ誰人モ価ヲ出シテ買フ者ナシ。必ズ
得ル事ノ困難卜其用ノ必須トニ由テ価ヲ生ズ）レモノナリ。併シ価ヲ生ズルニハ此ノニ要件
ヲ必要トスルト雖モ，其価ノ高低ヲ定ム）レニハ何二由テ定ムルヤト云フニ，重二之レヲ得
ルノ難易ニアリテ，用法ノ多少ハ著シク価二高低ノ度ヲ与ズ。物ヲ得ルノ難キハニ様ア
リ。其物ノ数二限リテ，如何二労力資本ヲ加，7ルモ其数以外二得ル事能ハザル者ア・リ。仮
令バ古書画ノ如キ古器ノ如キ，如何二資本労カヲ加フルモ其供給ヲ増ス能ハズ。而シテ今
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ーツハ得ル事ノ難易ハ単二資本労カニ期スル者アリ。是レ通常ノ者也。此ノ中二資本ヲ増
シサヘスレバ同一ノ割合ノ生産物ヲ得ル処ノ者アリ。又同一ノ労カト資本トヲ以テ同一ノ
生産物ヲ得ル事能ハザル者アリ。仮令バエ作物ノ如キ者ハ資カト資本トヲ加ヘサヘスレバ
幾何ニテモ供給ヲ増ス事ヲ得Jレモ，然ルニ農産物ノ如キ資本労カヲ増シタルトモ其生産ヲ
割合二増加スル者二非ズ。以前ヨリ増サントスレバ前ヨリ多クノ資本労カヲ要スルニ至
ル。是レリカルドーノ所謂耕境ノ地二下レバ也。其レ故二物ヲ論ズルニ，物品ヲ三ツニ分
チテ論ゼントス。其ーハ如何二資本労カヲ加フルモ其供給ヲ増ス能ハザルモノ，其ニハ資
本労カヲ増サザルモ其給供ヲ増スベキ者，第三ハ生産ヲ増サントスレバ資本労カヲ増ス可
シ。如何トナレバ価ヲ生ズJレノ原則大二異ナレバ也。
今回ハ需用ノ如何二多キト雖モ其供給ヲ増ス能ハザルモノニ付テ説明ス。此ノ種類ノ物
品二付テハ何二由テ価ヲ定メラル）レヤ。即チ需用供給ノ度二依テ其物ノ価ヲ定ム］レヲ得ベ
キ也。以前二需用ナル事ハ如何ナル事カヲ説明ス。 需用トハ仮令バ絃ニーツノ金茶碗ア
リ。是等ハ富貴ノ人ノ之レヲ欲スルノミナラズ， （一字不明）正ノ貧究ノ人モ亦之レヲ得
タク思フナルベシ。然ルニ乞者輩ノ之レヲ欲スルハ金ノ茶碗ノ価二幾何ノ価ヲ響影ヲ及ボ
ス可キャ。其影響ヲ及ボザ）レ所以ハ慾望卜其慾望ヲ達ス）レニ達ス）レ可キ資カナカラザ）レ可
カラズ。其之レヲ達スル需用ハ（ヱフヱクチュア）レデマンド）効カアル需用卜云フ事也。之
レヲ例セバ翠二文天祥ノ肉筆ノ正気歌アリ。之レヲ公売スルニ付テ免許ヲ得タル需売人二
依頼シタリト仮定セシニ，其価ヲ呼上ゲテ百円トナリシ。而シテ始メテ満場静ニナリシ。
而ルニ甲ハ百十円卜呼出シ乙ハ百二十円卜呼出セシニ丙ハ百弐十五円卜呼ビシ。然）レ所ニ
テ耀売人ハ丙二売付ケシ。其処デ文天祥ノ正気歌ハ経済学ヨリ観察スレバ，百二十五円ハ
其幅ヲ作リシ入費ナルヤ。又労カヲ要ジタル者ナルヤ。決シテ其幅ヲ作）レニ百二十五円ノ
労力資本ヲ要シタルニ非ズ。是レ之レヲ欲スル需用丈ケ也。然ルニ其需用者多数ノ中ニテ
一円ナリニ円ナリト呼ブヲ見レバ皆需用アルニ相違ナシ。而）レニ其供給ハーケノミナリ。
其需用卜供給卜平均シタル所ガ百二十五円ノ処也。其百円迄至リシトキニハ未ダ需用者三
人ナリシモ， 百二十五円ノ声二於テ需用者一人供給ーット云フ処ニテ始メテ其価定マレ
リ。然ルニ一人（二字不明）家アリテ文天祥ノ人トナリヲ慕ヒ居．リ，其価ノニ百三百円ナ
ルモ得クク思フモ，貧乏人ナ）レヲ以テ之レヲ得）レ能ハズ。故二其需用ハ無効ニシテ価ニー
ツモ影響ヲ及ボス能ハズ。只今陳述セル例二依テ需用卜供給卜平等二至リシ所ニテ価定マ
リシ。又需用卜云フ者ハ代価二依テ異ナル者デアル。仮令バ若シ其代価ガ十円ナレバ需用
ハ沢山アリ，又百円ナルモ未ダ需用アリ。最初一円卜呼ビシ者ハー円ノ処二至リテ其需用
ハ終レリ。百十円卜呼ビシ者ハ百十円二至レバ需用ハ無クナリシ者也。故二価ノ高低二由
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テ其需用ヲ増加ス。故二需用モ空望ナレバ其価二影響ヲ及ボザル事ヲ知ルヲ得ベシ。然ル
二是レハ供給ヲ増ス能ハザル時二限ル者也。若シ供給ヲ増ス事ノ出来ル者トセバ，仮令バ
其幅ガ肉筆二非ズシテ石摺ナリ，又ハ石盤画ナルトキハ需用二応ジテ供給ヲ増スラ得ル者
ナレバ，其価ヲ定ムル者ハ又他二在ル者ナリ。即チ（コーストレダクション）製造入費ニ
依リ定メラル者也。 1)
世ノ開明二従ヒ人ロハ逐々増加シ従テ需用ハ増加ス。是レ統計表又ハ経験二由テ知ル可
キ也。巳二日本ノ人ロモ三四年前迄ハ三千五百万人位ナリシニ，今日ハ早ヤ三千七百万人
トナリシ。其間西南乱争ナリ且ツ虎列刺病モ烈激ヲ極メシニ拘ラズ如此増加セリ。特二逐
々死亡セル者ハ大抵老弱子ナリ。而シテ残存セル者ハ大ノ者多シ。故二従テ需用品ハ割合
二増加スル者也。然ルニ米穀ヲ生ズル土地ハ如何ナル者ナルヤ。米ヲ産スルノ土地ニハ限
リ有リテ，需用増加セシ故二其土地ヲ広大ニスルト云フ訳ニハ行カズ。且ツ農産物ニモ耕
境ナル者アリテ，或点二達シタル以上ハ労カト資本トヲ増セシ割合二収獲ヲ増加スル能ハ
ズ。其故二米ノ価ハ世ノ進歩卜共二人ロノ増加スルニ従テ需用ノ増加スルニ由テ逐々騰貴
ノ影響ヲナス者也。然ルニ之レニ反動ノカヲ有スル者ニツアリ。第一ハ農業ヲ改良スル事
二由テ，土地面積ヲ広大ニセズシテ幾分力其収獲ヲ増加スルヲ得ル。其次ニハ外国ヨリ輸
入スル事ヲ得ル。是レ其反動ナリ。然ルモ尚ホ統計表二依レバ尚ホ人口増加セリ。故ニマ
ルサス氏ハ大二憂慮セリ。即チ（シオレーオフポフレション）ノ説アリ。日ク，後年必ズ
人間y社会ハ優勝劣労二由テ争乱ヲ起サント。併シ人ロノ増加スルニ従テ米価ノ騰貴ヲ免
レズ。然レドモ為メニ飲食セズシテ生活スル能ハザレバ，必ズ不毛ノ地ヲ開墾シ，仮令労
カト資本ヲ増スモ食物ヲ生ゼザル可カラザルニ至ル可シ。是レヨリ背面ヨリ論ゼンニ，農
家二於テ其資本卜労カトニ相当ノ報醐アルニ非レバ土地ヲ耕サザル可シ。多少ノ利益アレ
バコソ耕作モスベシ。損失アルニ誰レカ耕作ヲ為ス者アランヤ。仮令バーケ年ノ総収入二
千円卜仮定シ，地代ガ五百円，労カニ酬ユル小作料ガ五百円，諸雑費五百円トセンニ，其
農家ノ利スル所ハ五百円也。而シテ収獲ヲ増ス事ナク米価ノ騰貴スル事モナク，給料モ他
ノ出費ノ減ズル事モナク，只単二借地料即チ我地租ノ如キ者五百円ヲ七百円迄増加セリト
想像スルニ，然ル時ハ以前ノ五百円ハ相当ノ金利ナリシニ，今ハニ百円ヲ地租ヲ払テ余ス
所ハ僅カニ三百円ナレバ相当ノ金利ナシ。此ノ場合ニハ資本ヲ他二転ジテ相当ノ金利即チ
（二宇不明）スベキ利益アル方二資本ヲ向ケテ行カザル可カラズ。然ルニ此ノ農産物二就
テハ斯ル事ナシ。抑モ土地ニハ上中下ノ（四字不明）モアルモノナリ。供給ノ不足スルニ
乗ジテ遂二最下等ノ田地ヲ耕作スルニ至ル者也。所謂ルリカルドーノシオリーオフレント
也。食物ハ一時モ欠ク可カラザル者ナレバ，価ハ高低ヲ問フニ追アラザル也。明治十三四
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年頃ハー石ノ米価十三四円モセリ。然ルニ其価高価ナリトテ矢張リ飲食セズシテ生活ヲナ
スヲ得可キャ。必ズ然ラザル可シ。此ノ食物ノ需用ヲ増加シ従テ価格騰貴シ従テ最下等ノ
田地迄多額ノ資本卜労カトヲ費シテ僅少ノ収獲ヲ望ムニ至ル。而シテ其最下等ノ田地二費
シタ＼ル資本労カヲ標準トシテ米価ノ尺度トナス。最下等ノ田地即チ耕境ノ地ニハ最モ多ク
ノ労カト資本トヲ費ス者ナレバ，其収獲ヲ市場二持出シタIL,:時ハ次漸其代価ハ高価ナラザ
ル可カラズ。当然其耕作二要シタル費用二報ユル事能ハズ。其故二米価ノ標準トナル所ノ
者ハ最モ多クノ費用ヲ要セル最モ米ノ高キ値段也。耕境ノ地以上ノ良田二産出セル米ハ如
何ナル可キャ。上田ナルガ故二僅少ノ労カト資本トヲ以テ多額ノ収獲ヲ得ル也。而シテ其
上田ヲ有セル人ハ其費用ハ少ナク其収獲ハ多キガ故，耕境ノ地ヲ耕作セル者ノ売買スル米
価ヨリ廉価二売買シテ尚ホ相当ノ利益アリ。其利益ヲ割引シテ尚ホ利益アル可シ。然ルニ
其上田ヲ有スルノ人ハ廉価ニシテ尚ホ利益アルガ故二廉賣スベキャ。決シテ然ラザル可
シ。素卜費用ノ増加セシニ由リ最下田ノ土地ヲモ耕作スルニ至リシ故，最モ労カ卜資本ト
ヲ費シテ収獲シタル米ヲ市場二出シテ尚ホ買主アリ。其レ故二上田ヲ有スル者ガ相当ノ利
益アレバトテ，廉売スルト云フ如キ事ハ決シテ在ラザル可キ也。此二於テ農産物ノ重ナル
米ノ価ハ，耕境ノ地即チ最下等ノ田地ヨリ収獲シタル所ノ米ヲ損失ナキ様二売買シタル所
ノ者ガ経済上先ヅ農産物ノ値段卜見認ムル所ナリ。然ルニ米ノ相場ノ高低ハ実二甚シクシ
テ日々変更スル者ナラン。其変更スルハ其標準ノ点ヨリ上ニアリテ米商ガ些少ノ事ヲ構へ
テ投機ヲナス。米ノ値段ハ先ヅ此ノ如キ事ヲ以テ定マリ行ク者也。而シテ借地料ハ尚ホ日
本ノ地租ノ如シ。其地租ヲュルメシカラトテ決シテ米ガ廉ナラズ。米ノ値段ハ高クナラ
ママ
ズ，決シテ影響ヲ及ボサズ。若シ農家ガ困難シテ居ル者ナレバ木ヲ高ク売ル事ハ出来ズ。
即チ需用ナキ故也。故二地租ヲ除免セルカト謂テ決シテ人民ノ困難ヲ救フヲ得ズ。彼ノ私
家辺ノ田地ハ日本国中ニテ概シテ借地料ノ高キ処ナリ。然ルニ奥州ノ地ハー反二付キ三十
円位ニシテ私家辺ハー反八十円位ナリ。 是レニリカルドーノ説二適用シテ見ルトキハ如
何。諸氏能ク考窮セヨ。
今日ハ製造品ノ価二付テ詳説セン。製造品卜農産物トノ間二区別ハナキ者ナリト云フ論
者アリ。製造品ハ皆ナ農産物力或ハ砿産物ヨリ成ル者ナリ。故二区別ハナシト。一反ノ布
モ農産物タル木綿ヨリ出来タル品デアリ，米麦ヨリ生ジタル朝包卜少シモ差ナシト。前会
二申シタル通リ製造物ノ価モ同ジク農産物ノ価ノ如ク最モ多キ製造入費二依テ定ルトセバ
（約三字不明）ナリ。然ルニ姦ニーツノ差異アリ。木ノ価ハ即チ材料ノ価ナリ。其材料ノ
価ナル者ハ製造品ノ価ノ中ニテ僅カニ一部分ヲ示シタル者ナリ。一例ヲ挙グレバ木綿織物
ヲ製造スルニ数多ノ労力者ノ手ヲ経テ又数多ノ資本家ノ手ヲモ借ラザル可カラズ。製造品
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ノ価中ニハ此等ノ労力者ノ報酬資本家ノ利益ヲ悉皆包含セル者ニシテ，材料ノ価ノ利益モ
又其一部分フ占メ居ル者ナリ。農産物ハ製造ノ方法二新発明等アルニ非レバ製産費ヲ増加
スル事ナクシテ産格ヲ増加スル事能ハズ。故二需用増加セルトキハ製産品ヲ増加シ価ヲ加
等スルニ非レバ供給ヲ増加シテ需用二応ズル事能ハズ。製造物ハ斯ル物二非ズ。綿ヨリ金
巾ヲ造Jレ例ヲ挙ゲンニ綿布ノ需用ヲニ割増加セルガ為メニ其供給二充ツル為メニ製造家ハ
綿ノ仕入ヲニ割程増サザル可カラズ。綿ノ価ハ之レガ為メニニ割丈ケ騰裳スルナラン。綿
ノ価ガニ割騰貴シタル為メニ綿ヲ以テ製造セル綿布モ亦二割ノ騰貴ヲ来スナルャ否ャト云
フニ，綿ニハニ割ノ騰貴ヲ与ヘシモ綿布ニハニ割ノ騰貴ヲ与フル事ナシ。綿ノJ像貴ハ多少
綿布ノ価ニモ影響ヲ及ボス事ナラン。如何トナレバ，製造家ハ綿ノ価ノ騰貨シタルガ為メ
二出費ヲ増ス事ナレバ，其増シタル費用ハ何レニカ酬ヲ求メザル可カラズ。其ノ酬ヲ求ム
ルニハ綿布ノ価ヲ増シテ買主ヨリ酬ハシメザル可カラズ。然レドモ前陳セル如ク綿布ノ価
ノ中ニテ材料ノ価ハ僅カニー分子ノミ。其一分子ノ騰貴シタル為メニ全部ノ価二及ボスノ
影響ハ甚ダ僅カノ物ニシテ，実際ノ経験ニョレバ綿ノ価ガニ割騰貴シタル為メニ綿布ノ価
二及ホス騰貴ハ僅カニ五匁二足ラズト云ヘリ。故二材料ノ価ノ騰貴ハ幾分製造品二影響ヲ
及ボス者ナルモ，其力僅少ノ者ナリ。此二又其騰貴卜反対ノ結果ヲ生ズベキ事柄アリ。製
造品ノ需用ヲ増加シタルガ為メニ材料ノ価ハ増加シアルモ，器械代価二＿ハ必ズシモ騰貴ヲ
生ズ者ニアラズ。又労力者ノ給料ニモ必然騰貰ヲ来ス者卜限ラズ。反テ器械ノ如キハ多巌
ノ製造品ヲ製産セザル可カラザ｛レガ故二， 手広ク広大トナス為メニ却テ{1fiヲ減ズ）レヲ得
ル。例令バ蒸気ノ如キ器械ヲ動カス為メニ石炭ノ如キ製造品ノ多少ヲ問ハズl司ーニ之レヲ
費消セザル可カラズ。又小サキ器械ヲ用ヒズシテ大ノ器械ヲ用ヒタル為メニ人夫ヲ其割合
二増スニ及バズ。故二製造入費ヲ増サズシテ製産格ヲ増スヲ得Jレ。且ツ又宏大二製造業ヲ
為ストキハ織エノ間ニモ充分二分業法ヲ行フ事ヲ得。如此事情アルガ故二製造費中ノ一部
分タル材料ノ価ハ需用ノ増加二依テヨシ騰貴スル事アルモ，全体ノ製産入費ハ却テ減少為
ス事ヲ得ル可処ヲ，此品物ハ如何ナル原則二依リ価ヲ定ムル者ナルヤニ，ニッノ原則二依
テ支配サルルモノ也。凡ソ製造品ノ価ハ製産入費卜同一ノ点二婦スル者也。而シテ製産入
費ハ材料ノ価労カノ報酬製造家ノ相当二受ク可キ利益，又税ヲ要スレバ是レ亦其中二包含
ス。第ニハ需用ハ価二依テ変ズルト云フノ原則也。是ノ第一ノ製造入費卜同ジ点二帰スル
ノ事ヨリ説明ス。諸君ハ已二需用ハ（以下半行空白）
製造入費ヨリ過出シ得ル事ノ出来タル時ハ，製造家ノ利益ハ通常金利ヨリモ超過セリ。何
ラ為スヨリモ其事業二従事スル方ガ利益アリ。然ルトキハ他ノ事業ノ資本ガ転ジテ利益ノ
製造入費二超ユルガ如ク輸入ス。是レ資本ノ競争ノ結果也。然ルトキハ需用ヨリ供給ヲ増
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シ其価ハ下落シ製造家損失ヲ受クルニ陥ル。然ルトキハマイプレションカヒ゜クル資本ヲ他
二転ジテ其事業ヲ閉ズ。此レ故二仮令製造入費ヨリ超へ又ハ不足アルト雖モ甚シキ傾向ヲ
生ズ。常二同一ノ方二赴ク者ナリ。其製造入費ナル者ガ需用卜供給トニ依テ変動シテ行ク
者ナリ。此ニ一例ヲ挙ゲンニ，亜米利加二於テ南北戦争ノ際二織二銃砲ノ需用ヲ増加セル
事賂シキアリ。此レガ為メニ銃砲製造ノ中央トモ云フ可キ英国ノパルミングハンニハ非常
ノ繁忙ヲ極メ，銃砲ノ製造ニカノ及プ限リ従事ヽンタリ。製造品モ一時ハ（約三字不明）競
争ノ制限アルモノ也。バルミンクハンニ於テ銃砲ノ製造二手広ク従事シタル処デ縦二巧鍛
冶ヲ得ル能ハズ。其善良職工ヲ得ル迄ハ供給ヲ制限サレタル形ナリ。然ルトキハ需用ノ方
ハ増シテ行キ，需用卜供給トニ依テ製造入費ノ如何二拘ラズ売買スルヲ得ル。先ヅ製造入
費ヨリ制限サレ居）レ者ナレバ其ヨリ余程ノ高ク売ル事ヲ得。是即チ需用供給二依テ価ノ定
メラル）レ法也。又同時代二東洋諸国二金巾ノ販路ヲ発見セリ。此ノ時ニランカシャト名ヅ
ケル木綿製造処ノ繁忙ノ甚ダシキ者ナリシ。新販路ヲ開テ其処二売買スレバ製造入費ヨリ
高ク売）レヲ得。是レモ同ジク或ル点以上ハ織二巧エヲ得）レ能ハザルガ故二供給制限ヲ置ク
者卜云フ可キ也。然レバ前ノ鉄砲鍛冶モ木綿織業モ他二善良ノエ人ヲ得ル能ハザルガ故ニ
労力者ノ給料ハ騰貴ス。此ノ騰貴アルトキハ即チ製造費ヲ増ス者ナレバ其製品ヲ高メザル
可カラズ。此処デ第ニノ原則タル需用ハ価二依テ変ズル者也。買手ガ減ズレバ製造品売捌
ケザビバ製造家ハ損失ヲナス。然ルトキハーハ資本ヲ他二転ジテ製造ヲ縮メ又労カモ閑休
トナリ其中二競争ヲ生ジ給料ヲ低下ス。従テ製造品ノ価ヲ減ズ。此ク物品ノ価ハ常ニ一定
セズシテ時々変更ヲ来ス者也。其製造品ノ物価ノ事二付テ例スレバ，彼ノ地球太陽ノ周リ
ヲ隋円形二廻転スルガ如キ決シテ異ナル者二非ズ。然ルニ需用供給二依テ其価ノ常二変動
ヲ来タスハ，猶ホ太陽ノ他ノ引カノ為メニ隋円形ノ軌道ヲ常二離）レル者卜異ルナシ2)。
【直貨幣論】
今日ヨリ貨幣ノ事ヲ説明ス。通貨ハ人間開明ノ結果也。蒙昧野蛮ノ国二於テハ通貨ヲ見
出ス事ナシ。而シテ此野蛮ノ地二於テハ物々交換ス）レ者ナリ。即チ狩猟ノ獣ハ魚獲ノ魚ヲ
直接二交換スル者ナリ。物卜物トヲ交換スルハ極単純ナル野蛮人ノ間ニハ行ハル可キモ，
荀モ開明進ミテ世ノ中ノ事物ノ錯雑シタル世ノ中ニハ甚ダ不便卜云ハザル可カラズ。先ズ
物卜物トヲ交換スルニ，米ヲ買ヒニ行キテ呉服屋ナレバ衣服ヲ置キ薪屋ナレバ薪ヲ置キ帰
ラン。ナレバ中ニハ必要物モアラン又不必要用物モアラン。又其目安ヲ（以下半行空白）。
故二少シク開明ノ世二進メバ必ズ交換ノ媒介タル貨幣必ズ在）レ可キ者ナリ。今日欧米諸
国二於テ通貨卜云ハバ必ズ金銀等ノ貴美物ヨリ成立シ居ルモ，経済学ニテ通貨卜云ヘバ必
ズシモ金銀二限ラズ。荀モ人民ノ一般之レヲ承知シテ取引ス）レ者ナレバ，之レヲ通貨卜云
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フモ可ナリ。或ル野蛮国二於テハ貝ヲ以テ貨幣トナシ，又ハ家畜ヲ以テナシ，又ハ茶ヲ以
テ通貨トセルアリ。又日本ノ古時二於テハ稲ヲ以テセシニ相違ナシ。又近年迄大名ノ石高
何万石卜云フハ即チ其証左ナリ。又符金ヲ申付クルニ布何匹申付クルト云フガ如キ，米ハ
日本二於テ古通貨ノ代リヲナシ居リシニ相違ナシ。此ノ通貨ニニッノ利益アリ。第一値ヲ
算スルノ標準尺度タル事，第二物品ヲ交換スル普通ノ媒介タル事是レ也。
物品ノ価ヲ算フル尺度標準タル事ハ，恰モ尺度ヲ以テ反物ヲ一尺ニ・尺卜数フル如ク，貨
幣ヲ以テー円二円卜物価ヲ数ルノ目安標準トナル也。若シ此ノ尺度タル通貨ナカリシナバ
如何ナル不便アルベキャ。｀仮令バ或）レ農家ノ財産ヲ数フルニ甚ダ不便卜云ハザル可カラ
ズ。彼ノ農家.:::ノヽ家何棟田地何町トー々点数帳ヲ造ラザル可カラズ。是レヲー事二斯セン
トスルニハ決シテ能ハズ。土地器具ニハ善悪ノ区別アリテ目録ノミニテハ如何ノ価アルヤ
知ル可カラズ。然ルニ通貨ヲ以テ算スルトキハ皆一緒ニシテ，彼ノ人ノ財産ハ千円アリ百
円アリト一言ニシテ言フヲ得ベク，又一言ノ下二了解スルヲ得ベシ。故二貨幣ナル者ハ必
ズ置カザル可カラズ。此ノ通貨ノ価ノ尺度標準トナルノ効能アルモノナルヲ以テ，是レ尺
度ノ如ク単二物ノ度ヲ数フルノ具トナルノミナラズ，此ノ貨幣ヲ以テ（一字不明）リシ物
品即チ富ヲ代表ス）レノカアル者ナリ。二尺サシハ布二尺ノ価アルャニ決シテ然ラズ。然）レ
ニニ円ノ金ハ必ズニ円ノ価アリ。物ヲ代表スルノミナラズ一切金二数フルヲ得ルモノヲ代
表スル者ナリ。其代表卜云フ資格ヨリ，貨幣ノ第ニノ効用ヲ生ズ。即チ貨幣ハ交換ノ媒介
タル是レ也。
交換ノ媒介トハ即チ物ヲ交換スルニ当テ其ノ中二在）レ者也。共二物々交換ノ時二於テ米
ヲ要スル者ハ他物ヲ以テ之レト交換センニ，貨幣アリショリ以来実物交換ヲ廃シ，常二媒
介タル貨幣ヲ以テ交換スル也。是レ明白ナル事ナルヲ以テ喋々ノ弁ヲ待タズ。通貨ノ効用
即チ価ノ標準トナリ交換ノ媒介タル者ナリ。而シテ何等ノ物品ヲ以テ通貨トナセバ尤モ便
宜ナルベキャ。是レヨリ其貨幣タルニ尤モ便宜尤モ必要ナル処ノ者ヲ説明スベシ。
英国ノフオセットナル経済学者ハ通貨二三性質ヲ具備セル者ナラザル可カラズト云ヘ
リ。第一ハ通貨二撰ム所ノ者ガ其物自身価ヲ有スル者ナラザル可カラズ。一円ノ金銀貨ハ
一円ノ実価アルモ，一円ノ紙幣ハー円ノ実価ナシ。 紙貨ハ貨幣ヲ代表スルモノナルヲ以
テ，貨幣ハ富ヲ代表スルニ比スレバ代表ノ代表者ナリ。又通貨ナル者ハ成可ク価ノ一定シ
テ高低変動ノナカラ事ヲ用ス。若シ通貨トナルモノニ価ノ高低変動アリシトキハ，其高低
変動ハ皆他ノ物価二影響ヲ及ボス者也。尚ホ尺二長短アルモノヲ以テ物ヲ度）レガ如シ。此
．、レヲ以テ物ヲ度リシトキハ其ノ長短ヲ知）レ能ハズ。第ニハカサノ少クシテ価ノ多カラン事
ヲ要ス。僅少ノ分量二売価ノ多キヲ（一字不明）ス。仮令バ米ヲ通貨トシテ交換ノ媒介卜
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センニ，其米ヲ以テ金時計ヲ購ハントセバ，車二米ヲ載セテ行カザル可カラズ。此レ積ノ
大ニシテ価ノ少ナキヲ以テ也。価ハ沢山アリ積ハ小ナルト云フトキニハ運搬ニモ便アリ。
又貯蔵ニモ便宜ナリ。故二此物資ハ必ズ（二字不明）セザル可カラズ。而シテ金銀ハ以上
ノ三（約四字不明）影ノ有スル者ニシテ其需用モ供給モ年々大変更スル者二非ズ。従テ其価
二著シキ変動ヲ生ズル者二非ズ。千八百四十四年二亜米利加ノ金砿ヲ発見セル時，千八百
五十年二濠太利二於テ金砿ヲ発見セルトキニ一年ノ採掘高ガ三億万円カラ九億万円二上リ
シ。此際ニハ多少金銀ノ価二変動ヲ生ジタルモノナルガ，如此事ハ世界開始以来実二稀有
ニシテ屡々アル事二非ズ。「ゼボン」ナル経済学者ハ都合七ッノ要件ヲ数ヘリ 8)。第一，高
価ヲ有スル事。第二，運搬ノ便利ナル事。第三，滅却シ難キ事。第四，同品質ヲ具有セル
事。是レ一定ノ品位ヲ有セザル可カラズ。仮令バ金剛石ノ如キハ第一第二第三ノ条件ハ悉
ク具備スルモ其品質ハ悉ク同一ナル能ハズ。同ジ五分丸ニシテ透明ナルアリ不透明アリ。
然ルニ金銀ハ同一ナルヲ得｝レ。日本ノ金ハ幾何アルモ皆金九銅ーナリ。第五ハ分割シ得可
キ事。是レ分割シテ小トナスモ其価ヲ減ゼザル者ナラザI¥-'可カラズ。故二例令バ百円ノ珊
瑚珠アリ。之レヲニ分シテ各々五十円ノ価ヲ有スルヤト云フニ必シモ然ラザル可シ。然｝レ
二二十円ノ価ノ金ハ之レヲニ分シテ各々十円ノ価格ヲ有ス。又金剛石ノーカラットノ価ハ
二謗ノ価アリ。六カラットノ物ノ価ハ割合拾二謗ノ価ナルヤト云フニ然｝レニ決シテ然ラザ
ル可シ。丸ノ多大トナリシ為メニ大二其価ヲ高メ，目カタニニ乗シタル者ヲ以テ其価トナ
ス。故二七十二膀ノ価トナル。第六，価二高低ノ変動ナキ事。第七，信贋ヲ識別スルニ容
易ナル事是也。先ヅ通貨ハ政府其鋳造ヲ担当シ本位ノ量目ヲ定メ居レバ，政府ヲ信用シテ
政府ヨリ発行セル者ハ皆同一物卜見倣ス可キ也。旧幕府時代ニハ時々小判ノ金量二多少ナ
ルアリ。然レドモ今日ノ開明政府二於テハ決シテ然ル事ナラズ。而シテ其真偽ヲ知ルニハ
投ゲテ見レバ知｝レヲ得。
本位貨幣
貨幣ハ物価ノ標準交換ノ媒介トナル者ニシテ，金又ハ銀ヲ以テ作ルノ適良ナル事ハ前已
二陳述セリ。故二今モ開明国二於テハ金銀ヲ以テ貨幣ヲ製セリ。其他銅等種々ノ金属ニテ
之レヲ作リ以テ通用ヲ便ナラシム。然レ共此各種ノ貨幣中貨幣ノ貨幣タル者即チ価格ノ中
分ヲ為スモノハ本位貨幣二止マルナリ。此ノ他ノ物ハ本位貨幣ノ通用ヲ補助スルニ過ギザ
ルナリ。故ニー銭銅貨百枚ヲ以テ其支払ヲ為スニ銅貨壱円卜云ハズシテ金壱円卜云フナ
リ。受取リタル金亦然リ。銅貨モ貨幣タル独立ノ資格ヲ以テル者二非ズシテ，本位貨幣夕
ル道ヲ開イテ在リ。本位トハ即チ文字ノ指ス如ク，数ヲ数フルノ原トナルモノナリ。 （四
字不明）スル初位ナル者アリ。例ヘバ仏ノフランクトイフモ分数ニシテ百分ノ十三分二当
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ルモノナリ。其物ヲ数フルニハ内位ヲ以テ本位卜定メタリ。亜米利加二於テ十弗ノ金貨幣
ヲーイーグルト称へ五弗ノ金貨ヲハーフィーグルト云フ。仏ニテハニ十フランノ金貨ヲ一
ナポレオント云フ。与二俗称也。吾日本二於テハ金九分銅一分ノ金貨ニテ目方ーグラン三
分ーニテグランナリ，純金ナリ。是レヲ本位貨幣卜云フ。即チ初位ナリトス。而シテニ円
十円八円ノ金貨ハ標準ヲ一円金貨二取リタル者也。日本ノ貨幣条例ニモ本位トハ貨幣ノ根
本ニシテ他ノ標準トナルモノナリ。而シテー円ヲ以テ元位卜定メタリ。銀貨ハ即チ五十銭
以下ノ小銀貨ナリ。及ビ銅貨ハ補助貨幣ナリ。本位貨幣ノ流通ヲ助クル迄ノモノナリ。
只今申ス如ク日本ニテハ金銀銅貨アリテ悉ク通用セリ。其中一円金貨ヲ以テ其本位ヲ定
メ，銀貨銅貨ハ本位金貨二定数ニテ換ユル者ナリ。
補助貨幣ハ定数ヲ以テ本位貨幣二換ユル者ナリ。即チー銭銀十枚ニテ壱円二換ヘー銭銅
百枚ニテー円二更ユルナリ。実際一円金貨卜同一ノ貨ヲ持テルモノニ非ズ。地金ニテ之レ
ヲ比較スレバ十銭銀十枚分ハ一円ノ価値ナキモノナリ。
十銭銀貨ハーケノ目方ニグラン半ニテ其中純銀ニグラン，故二十銭銀十枚ニシテ純銀ハ
金二十グランニ当ル。而シテー円金ノ含蓄セル純金ハークラン半卜申シタリ。然ラバ純金
ーグラン半卜純銀二十グラント同一ナル者ナリ。比例スレバ純金ハ純金十三匁三分ーノ価
二同ジト云ヒ来レリ。然ルニ今日ノ市中相場ヲ見ルニ，純金一匁ノ価凡ソ三円二十三銭位
ナリ。又銀ノー匁ノ価ハ凡ソ千五銭五厘位ナルモノナリ。此ノ比例二依レバ純金ーニ対ス
純銀二十分ーヨリ少シク多キニ当ル。故二今日ノ価ハ純金一匁卜純銀二十一分ノ同キト成
十銭銀貨ハ純金十三匁三分ノート同一ノモノトシテ作レリ。然レドモ余程実際ノ地金トシ
テハ価ハ少キ者ナリ。
補助貨幣ヲ地金トシクル時ハ其価ハ本位貨幣ノ価二及バザルヲ以テ，鋳造シクルノ所以
ハ施政上ノ便宜ヲ計リタル者二非ズシテ，金モ銀モ其価ノ変動セル事ハ，縦令へ他ノ物品
ニ於ケルガ如ク甚シカラズト雖モ，多少ノ高低アル事ハ免ル可カラザルナリ。故二常二同
ーノ割合ヲ保ツ事能ハズ。若シ補助貨幣ヲ鋳造セル時二本位貨幣卜同一ノ価ヲ有スル割合
ニテ鋳造スルモ，素卜地金二高低アルヲ免レザル者ナレバ，数十三中ニハ必ズヤ其間差異
ヲ生ズルニ相違ナシ。若シ金価下落シテ銀貨騰貴シタルトキハ，価ノ騰貴シクル銀ヲ地金
トシテ金卜交換スル事利益アリ。又夕銀貨二下落アルトキハ金銭ノ出入勘定ハ大概二銀貨
ヲ以テシ，金貨ハ市中二跡ヲ絶ツニ至ルベシ。
貨幣ナルモノハ素卜溶解スルノ目的ヲ以テ鋳造スルニ非ズ。故二人ノ溶解スルノ恐レヲ
予防スルハ当然ナリ。而シテ之レヲ予防スルノ方法ハ仮令ヒ之ヲ溶解スルモ利益ナキガ
如ク，杏ナ利益ナキニ非ズシテ却テ損失ヲ製スニ至ラン。故二之レヲツムセバ反テ損シテ
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利益ナシ。故二何人卜雖モ之レヲ其儘二通行七シム。是ヲ以テ銀貨ハ常二金価ナシ。然ラ
バ銀ノ価ハ金ヨリ安シ。然ルガ故二金貨ヲ以テ支払ヒスルヨリ銀貨ヲ以テナスヲ利益トナ
ス。其弊害ハ如何ニシテ救済スベキャ。即チ補助貨幣ナル者ハ銅貨ハーロノ支払ニー円ヲ
越ユ可カラズ。小銀貨ハ十円ガ制限ナリ。其以上ナルトキハ受取人ハ之レヲ拒ムヲ得。此
クシテアリシトキハ仮令地金トシテハ拾銭ノ価ハナキモー円トシテ制限アル故二本位二劣
リテ本位貨幣ヲ皆無ニスルノ勢カナシ。
補助貨幣ハ実際貨幣ニハ相違ナキモ尚ホ紙幣二類セル所アリ。其紙幣二類セル所ハ只今
陳述セル通リ価ナクシテ価アル者二通用スル事ナリ。仮令バ紙幣ハ其実価ナシ。補助貨幣
ハー円ガー円ノ価ナキモ尚ホー円二通用スルハ紙幣卜其趣キヲ同クスル者ナリ。
前会ノ講義二次デ貨幣ノ単本位複本位ノ事ヲ陳述スベシ。
単本位トハ一種ノ貨幣ヲ以テ価ノ尺度標準トナセルモノナリ。仮令バ金貨ナレバ貨幣計
リトセリ。銀貨ノミヲ以テ本位ヲ定メタルトキハ（一字不明）ニシテ単本位トシテ可ナリ。
複本位トハ金銀貨ヲ以テ共二本位トセルモノナリ。即チ亜米利加ノ如クー弗ノ金貨ノミナ
ラズ一弗ノ銀貨ヲ以テ尚ホ本位トセリ。故二ニ種ノ本位貨幣ナルヲ以テ複本位或ハ両本位
ト云ヘリ。我国二於テモ銀貨ノー円本位アリ。小銀貨ノ如ク通用制限アルモノニ非ズ。其
適用カニ至リテハ本位金貨卜壱厘ノ差アルナシ。然ラバー円金及ビー円銀供二本位卜云フ
可キャ。即チ日本ハ複本位ノ国トスベキャ。又金貨ノミヲ以テ本位トシ単本位ノ国トナス
ベキャ。此レ近来諸学者ノ喋々弁ズル所ナリ。予モ亦説ナキニアラザレバ其要領ヲ陳述セ
ン。
我貨幣条例二依テ明ニー円金ヲ以テ本位トナストアリ。而シテー円銀ヲ以テ本位トナス
ノ明文ハ踪跡ヲ見ズ。然ラバー円銀ハ如何ナル資格ナル者ゾ。之レヲ知ルニハー円銀ノ沿
革ヲ簡単二陳述ス。東洋ノ貿易間二於テハ墨其科弗即チ洋銀ナル者ガ売買ノ媒介ヲナセ
リ。是レ東洋開港貿易以来洋銀ノ貨幣ハ盛二行来レリ。又夕我日本ノ開港ノ際ハ貨幣制度
大二乱錯シ，両アリ方アリ円アリ其大小狭廣甚ダ差アリシ。故二外国貿易ヲ為スニ日本ノ
貨幣ヲ以テ為スヲ得ザリシ故二，外国人ノ条約ヲ以テ墨其科弗ヲ日本ノ開港場二通用セシ
メザル可カラズトセリ。加之速二日本ノ貿易二適用スルノ貨幣ヲ造リ，外国人ガ自国ノ地
金ヲ持来リシトキハ之レト交換シ，外国人二通商ノ便宜ヲ与ヘザル可カラズト約束セリ。
故二明治四年始メテ新貨条例ヲ頒布セリ。然Jレトキニ墨其科弗二標準ヲ取リ我国一円銀貨
ヲ作レリ。其当時ハ貿易一円卜冠字ヲ書セリ。而シテ其貿易ハ日本国内ノ貿易二非ズシテ
外国トノ通商二用ユル為メナリ。是レ即チ今日ノー円銀ノ鼻祖ナリ。初メテ貿易一円銀ヲ
作リタルトキハ海関税及ビ外国人／納ムル諸税及ビ日本人卜外国人トノ通商取引二用フベ
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キモノトストセリ。而シテ其ーロノ仕払二用ユルニハ小貨幣ノ如キ制限ナキモ，通用ノ場
合ノ範囲二於テハ制限アリ。最初ニハ殆ンド日本人卜日本人トノ間二通用ノ出来ザル位ノ
者ナリシ。其後ハ内外人共二貿易場二於テ取引スルヲ得ルニ至レリ。其後明治九年力十一
年頃二始メテ貿易ノ冠字ヲ除去シ全国一般二通用スルヲ許セリ。其際二百枚ヲ以テ本位金
貨百円二換フト定メラレタリ。一円銀貨ノ歴史如此。故ニー円銀ハ本位貨幣ノ資格ハ日本―
ノ法律上ナキ者卜予ハ思考ス。故二日本ノ法律上本位卜云フモノハ金貨ナリ。併シ実際ニ
於テハ金貨卜同一二全国一般二並通用スル者ナレバ，少シモ本位貨幣卜其効カヲ差ニスル
ナシ。故二日本二於テハ法律上ヨリ云フトキハ単本位ノ行ル国ナリト雖モ，実際二在テハ
複本位ノ国ナリト云フヲ得ベシ。
単本位卜複本位卜其利害得失ハ如何ナルヤハ頗ル議論アリテ，有名ノ学者見統未ダ一致
セズ。容易二予ハ判断スルヲ得ズ。特二近年単本位ヲ利得スルト云フ者ハ英国ノミニシ，
テ，其他欧米諸大陸皆ナ複本位ヲ採レリ。
今日ハ貿易モ起リ産業モ興リ富ノ高増加シタリ。然Jレニ金ハ砿山物ニシテ人ロノ増加及
ビ開化ノ度二従テ貨幣ノ外二費消スル事アリ。然Jレニ砿山物ハ容易二人工ヲ以テ之レガ供
給ヲ増加スルヲ得ズ。故二金ノミヲ以テ貿易ノ媒介トナストキハ遂二不足ヲ生ズ。故二銀
ヲ以テ之レヲ補助セシメザル可カラズト。
欧州間ノ貿易二於テハ大低金貨ノミナリ。然ルニ東洋二於テハ銀貨ノミニテ金貨ハ見ン
トスルモ能ハザルナリ。欧州間二於テモ金ハ不足ナリト云ハバ世間ノ貿易上金ノミニテハ
到底不足ヲ生ズルナリ。然ルニーノ幣害タルヤ金卜銀トハ大二其価二差アルヲ以テ，相方
本位卜立テ置クトキハ其価ノ安キ銀ヲ以テ其取引ヲ為シ，高価ナル者ハ必ズ他二転出ス。
故二其間二常二平均ノ価ヲ有セシメザル可カラズ。若シ価ヲ平均セシメタルトキハ複本位
ノ反対者モ降参スルナリ。複本位論者ハ法律ヲ以テ一定セシムト云ヘルモ，是レ実二困難
事業ナリ。一時日本ノ事業家ノ経験説二依Jレニ， 日本ハ寧口銀本位ノ国トナスベシト云ヘ
リ。今日二在テハ金ヲ以テ本位トセルヲ以テ，金ハ次第二騰貴シ，素卜金一匁二銀十六匁
ナリ。然ルニ銀ハ低下シテ金一銀廿トナリ，為メニ金ハ地金トシテ売買スルニ利益アリ。
故二外国二濫出スルニ至レリ。
【IV 信用論】
今日ハ信用ノ事ヲ説明ス。
経済学二於テ信用卜云フハ貸方卜借方トノ間二存スル関係ヲ云フナリ。例示セバ姦二甲
ナル者其ノ営業二要スルヨリ多クノ財産ヲ有シ，而シテ之レヲ無益二費消スルハ望ム可キ
二非ズ。乙者アリ，其営業ヲ盛大二拡張セント欲スルモ資本ナキガ為メニ望ヲ果サズシテ
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居レリ。故二甲二向テ甲ノ費用セズシテ山積セル資本ヲ借用セン事ヲ申込タリ。甲ハ乙二
負債償却ノ資カアリト信用セルトキハ，其ノ需二応ジテ借渡ス事ナラン。約言スレバ甲ハ
乙ノ信用二対シテ金ヲ貸シ，乙ハ自己ノ信用二依テ資本ヲ借受ケタル事ナリ。是二依テ見
ルトキハ，信用トハ資産ヲ借用シ得ベキ能カナリト云フモ敢テ過言二非｝レナリ。此ノ資産
ヲ借用シ得ベキ能カハ人々同ーナル者二非ズシテ， 甲ガ乙丙ノニ人二資本金ヲ貸与スル
二，乙ハ丙ヨリモ産業二熟練シテ且ツ正直ナルトキハ乙二対シテハ充分償却ノカアル者 lヽ
信用シテ誤チナシ。故二通常ノ利息ヲ納ムレバ可ニシテ敢テ高利ヲ徴収スルヲ要セズ。丙
ニ対シテハ乙ヨリ幾分力不安心ノ処アルヲ以テ此ノ危険二酬ユル為メニ利息ヲ幾分力高ク
セザ｝レ可カラズ。是レ信用薄キガ為ナリ。又夕余リ信用ナキ者ハ金ヲ借与スル者ナシ。
而シテ信用ノ多少ハ利息二見｝レル者ナルヲ以テ，利息ノ高低ヲ以テ商業上信用ノ厚薄ヲ卜
スルニ足｝レ。故二利息ノ高騰ノ地ハ信用ノ薄キ地卜云フモ敢テ過言二非ズ。是レー己人ノ
信用二関シテノミ然ルニ非ズ。一国一政府ノ信用二関シテモ亦同一ナリトス。露西亜ノ如
キハー年五朱ノ利息ニテ国債ヲ起スヲ得。然ルニ（イスパニア）ノ如キハ年七朱二非レバ
国債二応ズル者ナシ。土耳其ノ如キハ如何ナル高利ヲ約スルモ国債募収二応ズ）レ者ナシ。
一国財政上ノ信用ハ国債ヲ以テトスルヲ得ベシ。日本ノ国債募収セシハ英国倫動二於テ千
八百七十二年即チ明治二三年頃二年九朱ノ利ヲ以テ徴募セリ。又夕千八百七十五年二年七
朱ノ利ヲ以テ新付国債ヲ起セリ。即チ旧債二比スレバニ分ノ信用ヲ外国二得タリ。而シテ
明治十一年頃二旧公俵百八十五万円アリ。新公債千0六十七万円アリシ。而シテ明治十五
六年頃二利息ノ高キ旧債ハ悉ク償却セリ。尚ホ今日迄日本ノ政府ガ元金ノ償却利息ノ仕払
ヲ怠リシ事只一回モ無之ナリ。故二動倫ノ株式取引処二於テ日本ノ信用ハ殆ンド厚キ者ナ
リト或ル有カナル外国）ヽヨリ陳間セリ。故二今日外国債ヲ起セバ大二低利ヲ以テ起サルベ
シト考フ。
或ル経済学者ハ信用ハ資本ナリト。此ノ説ハ誤レリ。何トナレバ信用ハ富ヲ借用スル能
カニシテ，貸方卜借方トノ間二存スル関係ナレバナリ。併シ信用ハ之レヲ活用シテ活動セ
シメタル・トキハ資本ヲ得ル者ナリ。信用ハ産業二如何ナル関係ヲ有セルヤト云フニ，産業
ヲ助クル者ナリ。如何ナル方法二産業ヲ助クルヤト云フニ，若シ信用ナカリセバ富ヲ蓄積
スル所ノ念慮減ズベシ。諸君已二知ル如ク資用ハ将来ノ産業ヲ助クル為メニ富ヲ費消セズ
シテ蓄預セシ者ナリ。蓄積ノ念減ジタルトキ資本ノ高減ズト云テ可ナリ。若シ又夕仮令蓄
積スルモ之レヲ金栢二深ク蔵シ運転活用スル事ナク，尚ホ詳細二説明スレバ，菟二ニ千円
収入アル産業者アリト仮定セヨ。而シテ千五百円ヲ以テ入費其他相当ノ利益二充ツルニ足
ルトセバ，尚ホ五百円ノ資余アリ。而シテ其営業者此ノ五百円ヲ以テ事業ヲ振張スルノ念
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慮ナカリセバ，此五百円果シ如何ナル者トスベキャ。世間ノ人二信用ナキ者トセバ，他人
二貸付ケテ産業ノ資用トナス事ハ無キ道理ナリ。其ノ故二此ノ五百円ハ或ハ飲食其他奢｛多
ノ度ヲ高ムルノ具トナルニ過ギズト云フ。仮令バ奢｛多ノ助ケト為サズシテ蓄積セルト云フ
モ空シク金櫃二深蔵シテ社会ノ産業二助．ヲ与フル事無キナリ。反之若シ信用アリシトキハ
飲食等二費消シ尽スベキ五百円ヲ資本金ノ欠乏ヲ感ゼル者二貸与セルトキハ其レ丈ケ産業
ヲ助クルヲ得ルナリ。故二信用ハ資本ヲ醸集シ且ツ其醸集シタル者ヲ有益二使用シ得セシ
メテ産業ヲ助クル者ナリ。今之レヲ例センニ英国ノ（ロンドンバンク）ナル銀行アリ。千
八百三十三年十二月廿一日ノ調査二依レバ，其預金一億二千七百十四万四千謗アリシ。数
年間ノ平均ヲ取リシトキーケ年二千四百万膀ノ預リ金アリシ。銀行ノ預リ金ナル者ハ，預
主使用セザルガ為メナレバ，預主二対シテハーモ産業ヲ助クル事ナキ者ナリ。而シテ数年
ノ経験二依レバ，銀行ハ預リ金格ノ三分ノーヲ現金ニテソナヘ引出ノ求メニ応ズルヲ得ル
者ナリ。然ルトキハ預金高三分ノーハ銀行ニテ有シ居リ，除ク三分ノニハ有用ノ事業二貸
付ケテ可ナリ。即チ産業ノ資本トシテ使用セシム。鉄道会社ノ如キ又ハ倉庫会社ノ如キー
人独立ヲ以テ為スハ能ハザル事業二関シ株主出金スルモノ皆信用二依テ然ル者ナリ。
前会二信用ヲ講ゼシ際ノ信用手形ノ事ヲ講ズ。
信用ハ資産ヲ借入ルノ能カナリト云ヘリ。而シテ此ノ信用二依テ資産ヲ借入レクルトキ
ハ，之レヲ証スル為メニ一般二書物ヲ与フルガ当然ナリ。即チ借用証文ノ如シ・。既二通常
ノ人々ノ間二於テハ借用証文ヲ与フルト雖モ，商業上ノ取引二関シテハ借用証文ヲ与フル
事稀ニシテ，借用証文ノ代リニ手形ヲ交付スル事羅欧巴等二於テハ普通ナリトス。信用手
形中ニモ種々アリ 4)。
第一，約束手形。凡ソ物品売買ノ取引二於テ小売ヲ除ク外原金取引ハ稀有ナリ・。必ズヤ
手形ヲ以テス。仮令バ甲者乙者二代物ヲ売渡シ乙ハ即金ニテ仕払ハズシテ期限ヲ定メタル
手形ヲ代リニ引渡ス（プロミッサー，ノート）。其ノ通常借用証文卜異ナル所ハ，手形ハ
期限ノ期二持来リシトキハ何時ニテモ金銭卜引換フルヲ約束ス。故二約束手形卜云フ。其
期限ハ相対舌約二因テ一定セズト雖モ，慣習ニテ恰ンド一定セル者アリ。仮令バ織物売買
期限二在ッテハ三ヶ月ノ期限ヲ以テ又夕書籍ノ如キハ六ヶ月ノ信用ヲ与フ。又夕手形二依
ッテハ参着卜称シテ其手形ヲ持来リシトキニ払渡スアリ。或ハ来着後十日三十日四十日ト
期限ヲ定メテ払渡モアリ。只今陳述セル如ク此ノ手形ハ期限アルモノハ荷主其手形ヲ受取
リ，期限到来迄ハ原金二引換フルヲ得ズ。然ルニ手形振出人二充分ナル信用アリシトキハ
受取リシ乙ノ手カラ他人ノ掌中二転展スル者ナリ。乙者期限ノ前二正金ノ入用ナル事アル
トキハ割引スル事ヲ得。然ルトキ乙ハ裏書ヲ以テ手形買取人二売渡スアリ。又夕割引ヲナ
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サズシテ甲ノ振出シタル手形ヲ乙ノ品物ヲ仕払ヒタルトキ両者二渡スヲ得。此ノ例二依レ
バ甲乙丙共二織物商卜見倣シ，甲ガ乙二三ヶ月期限ニテ手形ヲ振出シ丙某手形ヲ受取リタ
ルトキハ三ヶ月期限ノ来ラザル前二其正金ヲ受クルヲ得。故二丙ハ割引モナサズシテ甲二
信用アリシトキハ其手形ヲ受取ルナリ。若シ甲乙是迄取引ヲ為シタル事モナク甲二幾何ノ
信用アルヤ乙ハ之レヲ知ラザル場合二於テハ，甲ハ自己ノ取引ヲナシ居ル銀行二至リ其裏
書ヲ願テ乙二引渡シタルトキハ，仮令一面識ナキ乙モ銀行ノ裏書二依テ信用シテ受取ル者
ナリ。此ノ手形ノ裏書ハ裏書シタル人二担保ノ義務アリ。故二若シ甲者其義務ヲ尽サザル
トキハ銀行代テ之レヲ担保セザル可カラズ。故二裏書期限内ハ数人ノ手中ヲ渉遊スル者ナ
リ。手形ノ如此展転スルハ単ニーノ信用二基ケリ。
第二，為替手形。甲ハ乙二請授ルベキ金アリ。而シテ丙ニハ払フベキ義ムアリ。然ル場
合二於テ甲ハ乙二充タル手紙ヲ出シ丙二甲自ラニ代テ払渡セバ終スルナリ。仮令バ甲ハ大
阪二在リ。乙丙東京トノトキ通常ノ手形二依レバ，甲ハ乙二請求シテ東京ヨリ大阪二金ヲ
取ヨセ，而シテ又夕大阪ョリ東京二逓送セザル可カラズ。其手続ヲ除クガ為メニ丙二直接
二払フベシト手形ヲ送ルトキハ乙丙信用シテ受授スルナリ。此ノ手形モ同ジク期限ハ種々
ニ定メアリ。其期限ノ来ル迄ハ裏書ヲ以テ転展スル者ナリ。
第三，振出手形。銀行へ予金ヲ為シ原金ノ入用ノ節ハ其予金ヲ引出シテ其仕払ヲ為サザ
ル可カラズ。然ルニ其引出ヲ為ス代リニ銀行ヨリ幾分ノ金ヲ受取ル可シトノ手形ヲ与フ。
然ルトキハ銀行二至リテ（約二字不明）ノ金ヲ引出スナリ。是レ前ノ手形卜異ナリ人掌ヲ
転展スル事多カラズ。然レドモ亦為スヲ得ベシ。
第四，銀行手形。信用手形中尤モ緊要ナルモノハ銀行手形ナリ。所謂ル銀行払是ナリ。
（二字不明）銀行政府ノ公債証書ヲ預リトカ又ハ準備金ヲ積置キ其信用二依テ発行ス。其
約束ノ成立ハ第一ノ約束手形卜同ーニシテ何時卜雖モ何人ニテモ持参シタルトキハ正金卜
引換ユルヲ銀行ノ約スル者ナリ。銀行手形卜約束手形卜異ナル所ノ者ハ銀行手形ニハ期限
ナシ。引換二持参セザル間ハ流通アリ。然ルニ約束手形ハ大抵期限アル者ナリ。且又ク銀
行手形ハ裏書ナシニ展転スル者ナリ。
以上陳述シタル如ク或ハ裏書或ハ裏書ナク，人ガ代金ノ代リニ受授スル者ナリ。此ノ点
ニ至ルトキハ殆ンド通用貨幣卜其働キヲ同一ニス。此ノ信用手形ガ物価二如何ナル影響ヲ
及ボスヤノ問題ヲ惹起スベシ。今日文明ノ世二在テハ常二新発明アリテ生産ノ道開ケ，生
産物ノ方モ倍々殖増シ，従テ売買交換等モ盛繁ニナリ，其盛大タルニ従テ其媒介トナル処
ノ金銀貨幣モ亦増加セザル可カラズ。然ルニ貨幣ヲ造ルノ金銀ハ鉱山物ニシテ，農産物ト
同ジク需用増加二依テ供給モ亦増加スル能ハザル性質ノ者タリ。売買スル所ノ品物ハ殖増
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シ取引繁頗トナリ， 金銀ノ方ハ増加セシム）レヲ得ザ｝レトキハ， 如何ナ）レ結果ヲ来スベキ
ャ。若シ貨幣ヲ増加スル能ハズトス）レトキハ必ズ其価ノ騰貴セザル可カラズ。価ノ標準タ
ル金銀ノ騰貴シタルトキハ其レニ反響スル一般ノ物価ハ下落セザ｝レ可カラズ。然｝レニ只今
陳述シタル信用手形行レタルトキハ原金ノ取引ナシニ物品ノ媒介ヲ為スヲ得。即チ通用貨
幣ヲ増加スル事ナクシテー国ノ購買カヲ増加シウル者ナリ。
【V 外国貿易論】 5)
本会ヨリ外国貿易二関スル講述ヲ為スベシ。
外国貿易トハー国卜他国トガ各其産物ヲ交易シテ相互二利益ヲ亨有セントスルノ方法ナ
リ。其利益ノ如何ハ予ガ説明ヲ侯タズシテ諸君ノ既二知ラレル所ナラン。只ダ絃二理論上
ニ付テニケノ利益ヲ掲出セントス。
第一，凡ソ天ノ人ヲ生ズ）レヤ悉ク同ーナルニ非ズ。我ノ不能ハ彼ノ能ナリ。彼ノ不能ハ
我ノ能ナリ。是レ個々人々ノ間二於テ互二交通シテ此偏能ヲ救ハザルベカラザル所以ナ
リ。一個人二於テスラ当然ナリ。況ンヤ国卜国トノ間二於テヲヤ。 世界ハ広シ万国ハ多
シ。必ズヤ其風土ヲ異ニス。従テ其産物ヲ異ニス。 其人民ノ技術学術二於テモ各長短ア
リ。故二彼ノ長ズ）レ所ヲ取リテ吾短ヲ補ヒ，我ノ余リタル処ヲ以テ彼ノ不足ヲ箔サザル可
カラズQ 一国内二於モテ猶且然リ。仮令バ紀州ノ如キハ密柑ノ名産アリ。肥前煙草，信濃
生糸ノ如キ其他京都摂津ノ織物染物清酒等ノ名産アルガ如ク，一国々々二於テ各々其名産
アリ。外国トノ間二生ズ）レ差異ハー層大ナリトス。暖国二生ズ）レ産物ハ寒国二生ゼズ。米
麦二適シテ砂糖等二適セザJレアリ。英国ノ如キハ鋏ノ産出二富ミ世界二需要スル石油ハ概
ネ米国ニテ産出セリ。又夕茶ノ如キハ支那日本二於テ其供給ヲ為セリ。如此各国各々長短
アリ有無アリ。故二彼我交通シテ大二益スル所アルベシ。是レ外国貿易ノ利益トスル所ナ
リ。
第二，労カト資本トヲ尤モ実益アル事二利用セシムルヲ得。諸君ハ定メテ生産篇ニテ分
業ノ業ヲ知｝レベシ。此ノ外国貿易ハ分業ノ尤モ大ナル者ナリ。我国ノ如キハ茶卜生糸卜尤
モ遮合ス）レノ国ナリ。日本ノ労カト資本トヲ此ノ事業二注入シ以テ外国二輸入セバ，是レ
我ノ長処ニシテ必ズ利益アルベシ。若シ又日本ノ労カト資本トノ一部分ヲ割テ砂糖製造二
従事セシメシトキハ其損得果シテ如何ゾヤ。我国隣国ノ台湾ハ砂糖二富メル地ナリ。砂糖
二適セザル我国二於テ之レヲ製造セントセバ，其費ス所甚ダ大ニシテ其得ル所ハ必ズ僅少
ナラン。斯｝レ不安心ノ事業二従事セズシテ安心ナル利益多キ事業二（一字不明）事スベ
シ。是レ外国貿易ハ分業法ノ大ナル者卜云フ所以ナリ。
古昔ハ外国貿易ノ真ノ利益ヲ過リタリ。即チ原語（マーカンタームシーステン）説是レ
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ナリ。此迷説ノ要領ハ外国貿易二因テー国ノ得タル処ノ利益ハ自国＝持帰リタル金高二依
テ知リ得ルナリト。故二自国ノ産物ヲ外国二輸出スル事ヲ頗ル奨励シ，反之シテ外国ヨリ
産物ヲ輸入スル事ハ勉メテ制圧シタリ。即チ戦々競々自国ノ金銭ノ濫出ヲ防過シタリ。其
防過二付テ種々ノ策略ヲ為セリ。其重ナル者三アリ。左ノ如シ。
第一，補助金（バウンヒ~-6))
補助金トハ其会社成立二付キ・一時政府ヨリ貸付ケルガ如キ，又ハ輸船会社ノ為メニ年々
金銭ヲ拠出スルガ如キトハ大二差異アリ。是等ハ所謂ル（サプシジー）卜云フ。
バウンピー）トハ自国二於テ製造シタル物品ガ外国ノ製造品二比較スルニ高価ナり。故
二外国市場二於テ競争スル能ハズ。之レヲ防ガントセバ必ズ其方法ナカルベカラズ。此ニ
於テカ輸出者二補助金ヲ与へ，製造入費ヨリ価ヲ廉クシテ売却セシム。例之バ我国二於テ
羅紗ヲ織造シタルトキハ入費ヲ多額二要シ， 到底外国市場二於テ外国品卜‘競争スルヲ得
ズ。若シ之レガ競争ヲ試ミント欲セバ，必ズヤ製造入費ヨリ廉クナラシメザル可カラズ。
此二於テカ（以上42行空白）
前回外国貿易ノ（一宇不明）法ヲ開キタリ。
外国貿易ハ一方二利益アリ一方ハ損スル者ナリト世人ハ信ゼリ。然ルニ決シテ然ル者ニ
非ズシテ相方共二利スル者ナリ。今簡単ナル例ヲ示サンニ，日本二於テ砂糖ヲ百斤製造セ
ントスレバ海産物ヲ百斤製造スルト同一ノ資本労カヲ要スル者ナリ。而シテ支那二於テ海
産物百斤ヲ製造セントセバ砂糖二百斤ヲ製造スルト同一ノ労力資本ヲ要スルナリ。然ルト
キハ海産物ノ価ハ我国二於ケルヨリ支那二於テハー（一字不明）ノ高価ナリトス。之二反
シテ砂糖ノ価ハ支那二於ケルヨリ我国二於テハ其高価ナルー（一字不明）ナリ。故二日本
ノ海産物百斤支那ノ砂糖百五十斤トヲ交易スル者卜仮定セバ，相方共二砂糖五十斤二相当
スル所ノ利益ヲ得ルモノナリ。如何トナレバ日本ハ自国二於テ砂糖ヲ製造セバ海産物百斤
ヲ製造スルト同一ノ方法ノ労力資本ヲ以テ僅カニ百斤ヲ得ルノミ。然ルニ交易ヲナセバ百
五十斤ヲ得，五十斤丈ケヲ利スル者ナリ。又支那二於テ海産物百斤ヲ得ルニ砂糖二百斤ヲ
製造スルノ労力資本ヲ要スルニ百五十斤ヲ以テ海産物百斤ヲ得ルナリ。是ヲ以テ相方共利
益スルヲ得。一方損スレバ一方利スルトハ通俗ノ謬見ナリ。
只今仮定セシ例ハ相方共二同一ノ利益ヲ得タル者ナリ。然レドモ外国貿易二従事スル商
人ハ商売中尤モ敏捷ナル者ニシテ，力及プ丈ケ廉価二求メ高価二売出スヲ勉ムル者ナリ。
故二商売二熟練スルト否トニ依テ其受クル所ノ利相方均ーセザル事アリ。是レ外国貿易其
者ノ不可ナルニ非ズシテ，貿易二従事スル者未熟練ノ罪ナリ。外国貿易ノ利益ハ専ラ貿易
二従事スル者ノ利益ニノミ帰スルヤ否ヤ。
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此ノ問題ヲ説明スルニ先チ定メザ）レ可カラザル問題アリ。即チ外国貿易二依ツテ輸出ス
ル物品ノ価二如何ナル変動ヲ生ズ）レヤ是レナリ。新タニ外国貿易開ケタルトキハ輸出販路
ノ増殖シタル者ナリ。販路ノ増殖ハ需要増加ナリ。需用増加スレバ其輸出品ノ価ノ騰貴ス
ルハ免）レ可カラザルノ数ナリ。輸出品ノ価騰貴セバ製造人モ従テ増加スベシ。ココニ於テ
力流通資本二（一字不明）通変遷ヲ来シ供給ヲ増加ス）レヲ以テ，従テ輸出国二於テ価格ハ
下落ヲ来タス。輸出国二於テ価下落スルヲ以テ外国二至テモ亦其価ノ下落ヲ来タスハ当然
ノ理ナリ。又夕日本二輸出スル砂糖ハ如何卜云フニ，支那ニ・於テモ日本二起リシト同一ノ
事情ヲ以テ輸出国ノ価格下落シ，従テ輸入国二於ケル価格モ下落スベシ。一言以テ約スレ
バ，外国貿易ノ結果ハ輸出ス）レ物品ノ価モ亦輸入スル物品ノ価モ同ジク下落セシムル者ナ
リ。其故二輸入品ノ費消高即チ支那二於テハ海産物ノ費消者我国二於テハ砂糖ヲ費消ス）レ
者二於テ其利益ヲ高ク有ス）レヲ得ベシ。果シテ然ラバ本問二立戻リ，外国貿易ノ利益ハ唯
ダニ貿易商人ノ利益二止マラズシテ，其輸出入品ヲ一般二費消スル者ノ利益スル者ナリ。
現二田舎娘ノ唐縮緬ノ揮ヲ為スヲ見テ知）レベシ。故二外国貿易ハ分業ノ大ナル者ナリ。即
分業ノ利二依テ資本卜労カトヲ尤モ利益多キ事業二従事セシムルヲ得ベシ。其レ故二生産
物ノ高即チ多額ノ富ヲ生ズ）レヲ得ベシ。何トナレバ製造入費ヲ減ズルヲ得）レヲ以テー層生
産物ノ価格ヲ減少スベシ。従テ輸入国二在テモ亦夕其値減ズルヲ以テ全国一般ノ費消者利
ス）レヲ得ベシ。
1)内田のノートではこの次の行の冒頭右肩に二本のみじかい縦線をかき， 「今日ヨリ
貨幣ノ事ヲ説明ス……」とあって十二行の記述があり， 「……之レヲ通貨 I;云ラモ」
まできてそこで」印をかき，次ページーは全く空白のままでその次のページーが「批
ノ開明二従ヒ……」ではじまる。そして「之レヲ通貨卜云フモ」のつづきは，数ペー
ジあとに「モ可ナリ。或ル野蛮国二於テハ……」とあるところからはじまることは，
その冒頭に」印がつけてあることからも明らかである。そこでここでは「今日ヨリ…
・・・」以後の十二行をあとにまわすことにした。
2)このページはここで中断され， 以下十数行分が全く空白で， 次ページが「モ可ナ
リ。或ル野蛮国二於テハ……」となる。前注をも参照。
3)これはイギリスのジェボンズ (WilliamStanley Jevons, 1835-1882) がその著
Money and Mechanism of Exchange (1875) でのべていることである。ジェボン
ズのこの著害は，大島貞益によって邦訳され， 明治初年にわが国で普及した。大島
訳， 日奔斯「貨幣説」，明治16年，文部省緬輯局，再版明治26年，経済雑誌社，三版
明治27年。
4)以下いくつか英語の術語がでてくるが，それぞれ promisonynote, bil of exch-
ange, negotiable, cheque, bank-noteのことであろう。
5)外国貿易論は「明治廿一年四月廿一日，校生津島重成，法学士，野祁珍吉君，経済
学講義第二峡」と表書きのあるノートに書かれている。
6)バウンピーは bounty,サブシジーは subsidyのことであろう。
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